
関東中学校陸上競技大会開催についての感染症対策 

 

（１）大会参加者（大会役員・競技者・審判員・チーム関係者）は日本陸連の陸上競技活動再開につ 

いてのガイダンスを遵守する。３密回避・医療関係者常駐・医療用個人防具の準備。 

 

（２）主催者は感染症対策を講じて、大会参加者に注意喚起や協力を促す。 

 

（３）大会参加者は、大会前２週間の体温計測を含む体調管理表に記入して、引率者は内容を学校同 

行者体調記録表に記入して大会本部に提出する。大会終了後２週間以内に感染症の疑いのあ 

る症状があった場合には、関係機関及び主催者に報告する。 

 

（４）チーム関係者は、大会申込み時にガイダンス及び感染症対策を十分に理解し、遵守すること誓 

約するものとする。競技者が会場に滞在する時間を短くなるように、分散での来場・退場、ベ 

ンチの取り方、ウォーミングアップや招集の計画等を事前に計画しておく。集団での活動・発 

声・応援は行わない。 

 

（５）競技者は、大会参加に際して参加承諾書を提出し、大会前から終了後まで一切の責任は本人に 

あるものとする。また、以下を励行する。 

・移動中や待機中はマスクを着用する。 

   ・手洗い、手指消毒等をこまめに行う。 

 

（６）大会関係者以外の観客等は入場できない。保護者等のスタンドでの観戦時には、検温、連絡先 

等の記入をする。マスク等は必ず着用し、長時間の滞在はしない。コンコースを含む競技場内 

は待機場所として開放しない。 

 

（７）競技に関しての配慮事項 

   ・招集は招集所で短時間で行う。 

   ・競技場内での待機時には十分に間隔をとる。 

   ・競技や試技の前後には手洗いや消毒を行う。 

   ・競技に使用する物（テープ・滑り止め等）は各自で持参する。 

 

（８）大会結果は、速報やインターネットサイト及びホームページ等で確認する。 

 

基本注意事項 

３密回避（密閉・密集・密接） 

感染症対策（手洗い・消毒・マスク着用・換気等） 

 


